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目ともに 5 段階評価で 4 以上が 90%以上を占めた。スタッフ大学生の研修前と比較し
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 超高齢化が進む日本において在宅医療のニーズは今後さらに高まると言われている
もののその在宅医療の現場において薬剤師は十分に活躍できていないと指摘されてい
る。本研究では、在宅医療の現場で活躍できる薬剤師の養成を目指して、薬剤師や薬
学生を対象とした研修プログラムを開発、実施しそれを評価した。岐阜県薬剤師会所
属薬剤師を対象にした薬剤師在宅医療技術研修会には事前研修を受けた薬学生がスタ
ッフとして加わり、バイタルサインや褥瘡などの項目の研修を行ったが、受講生や薬
学生の満足度は非常に高く、この研修内容を在宅医療業務の開始に活用した事例もあ
り、本研修の有用性が確認された。一方、薬学生を対象とした 2週間にわたる在宅医
療研修プログラムでは医療・介護に携わる多職種が指導者となり、患者宅・施設訪問
に薬学生が同行し、薬剤師の在宅医療業務や多職種との連携を体験するとともに、カ
ンファレンスや地域交流への参加、看取り体験もあり、受講生には在宅医療による患
者の生活の支えの重要性を理解する有用なプログラムであることが明らかになった。 
 以上、本研究は、在宅医療で活躍できる薬剤師の養成を目指して開発した研修プロ
グラムの体験が多職種連携在宅医療による患者生活の支えの重要性の理解に有効であ
ることを明らかにしたもので、博士（薬学）論文として価値あるものと認める。 
 
